


【完全失業率と完全失業者数・2022年の最新版】 ※2022年10月1日時点の最新情報 

総務省が発表した2022年8月の最新版「完全失業率」は2.5％（前月：2.6％）。前月から0.1％下が
りました。2020年の平均値と同程度で、大きくは変わっていない状況です。また、直近3か月で大き
な変化はなく、0.1％程度の変化となっています。雇用状況は急激な変化がなくなり落ち着きを見
せている状況になっています。 

新型コロナウイルスまん延による景気悪化の影響は受けていますが、経済活動の再開も始まって
おり、少しずつ落ち着きを取り戻してきている状況と言えそうです。しかし、ウクライナ情勢の影響を
受け各方面で原材料高騰の影響を受けており、今後更なる景気悪化が懸念されています。 

【完全失業者数・最新版】（季節調整値） 
こちらも総務省が発表している2022年8月の最新版「完全失業者数」177万人。前年同月に比べ17

万人の減少しており、完全失業者数の視点で見ると、緩やかに回復傾向が見られます。 
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